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曜量

療
治
ス
ベ

i
ス
と
な
っ
て
い
ま
十
。

常
設
展
示
の
き

Iq人
と

割

問

興

内

為
的
共
務
を
め
管
し
て
~
寸
縫
い
と
い

う
此
舟
品
以
な
動
物
を
題
材
に
、
手
錠
沼
町

V
醐
開
館
時
間
午
務
9
時
泊
分
か
ら
牛

肉

踊

跡

的

を

硝

味

線

し

、

自

然

的

中

で

人

と

ぬ

捕

後

4
時
泊
分

と
が
繁
和
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
知

V
体
位
日
月
級
官
、
明
祝
日
内
線
刻
、

車

を

縫

っ

て

い

き

ま

寸

り

ま

ず

、

争

終

目

白

月

詣

白

か

ら

1
n
4
務
、
銀
内
銭
圏
一

回
問
昨
夜
然
的
務
総
を
知
っ
て
も
ら
い
‘

m
m
(
務
総
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

次
に
そ
こ
に
食
器
る
潟
に
つ
い
て
科
学

V
出
品
滋
終
孫
子
駅
か
ら
市
役
所
経
由
閥

的

仰

に

品

川

折

‘

最

後

に

人

と

鳥

と

的

共

存

パ

ス

寸

+

市

役

所

前

下

車

、

徒

事

7
分

に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
3
鋭
機
織
で

V
防
い
会
わ
せ
我
孫
子
市
島
市
町
線
稔

獲
開
閉
し
て
い
魯
$
手
〈
然
出
向
織
内
挙
煎
)
。
す
い
さ
ヲ
工
夫
が
ニ
ら
潜
れ
て
い
ま
す

2

館
高
野
山
出
2
3
4
の
3
泊
(
M
m
}
2
2

国
概
数
等
れ
る
燃
物
は
く
裂
や
樹
博
本
領
と
の
ほ
か
に
、
常
総
国
既
日
一
事
で
は
緩
い

1
2

は仇制
4
8
0点
。
中
に
は
、
品
開
滅
し
た
容
れ
な
い
挙
協
糊
位
合
っ
た
も
の
や
話
題

よ
い
ヒ
オ
ル
エ
ス
(
象
烏
)
の
健
太
織
的
犯
伎
に
箇
ん
だ
内
容
を
「
念
爾
嬢
添
い
と

石
や
、
始
枝
為
司
化
十
判
的
奴
一
応
酬
隣
制
棋
な
し
て
、
期
簡
を
区
絞
っ
て
悶
阿
川
時
ま
た
、

ど
、
こ
の
簿
物
館
で
し
か
闘
争
り
れ
な
い
講
話
胡
に
開
削
す
る
公
際
線
緩
や
時
間
然
鋭
察

も
の
も
省
令
数
機
能
寺
れ
ま
す
。
ま
た
正
脅
か
ゆ
ど
、
市
川
氏
が
審
ぬ
で
き
る
拙
揮
し
も

一
蹴
噌
ル
チ
V
m
ジ
ョ
ン
や
ピ
デ
オ
な
ど
も
問
問
似
し
て
い
く
予
定
で
す
。

縫
い
、
骨
端
本
テ
1
?
に
{
向
付
縫
解
し
ゃ
機
物
館
の
入
館
は
有
終
で
す
が
‘
そ

の
奴
入
辻
、
手
一
貫
一
泊
ふ
れ
あ
い
挙
情
校
在
桝

し
て
頼
み
立
て
ら
れ
、
議
議
静
化
や
対

由
同
然
泌
総
め
た
め
じ
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
曹
V

よ
と
腐
の
共
↑
婁
撃
し
て
L
俊一

γ
i円
近
、
鳥
類
需
の
簿

物
輸
出
「
我
源
子
市
燃
の
鯵
綴
館
μ
が
、

R
M阻
同

n
g
{火
)
か
ら
一
鍛
公

鶴
間
さ
れ
叫
章
受
段
門
ん
げ
を
墾
つ
縛
物
館
は
世
界
で
も
鯵
し
く
、
門
悶

本
で
は
級
一
の
も
の
。
こ
の
公
開
間
に
合
わ
甘
い
て
隊
総
総
慾
時
開
鈎
企

鵬
醐
臨
慨
も
総
出
聴
き
れ
ま
す
。
ど
家
樹
献
で
お
殺
し
み
く
だ
ち
い
@
怠
お
、

一
般
公
絡
に
先
忽
ち
鈎
臼
〈
日
〉
院
は
、
一
間
出
削
初
周
年
白
骨
念
務
畿
の

一
環
と
し
て
、
間
臨
・
醐
糊
・
近
隣
官
山
砲
の
お
係
車
官
、
〈
問
問
〉

ω慾醐
鵬
繍
制

部
盟
究
所
や
関
係
機
制
問
、
銘
力
者
を
招
き
、
務
総
記
念
路
線
汐
絡
わ

れ
噛
臨
す
。

絢
凋
の
捕
時
崎
明
鎗
は
、
鉄
筋
3

ン
ク
リ
ー

ト
造
り
抽
地
上
3
総
数
て
、
総
べ
臨
時
制
出
持
制

1
5
6
9
&

。芸
W
T中
H
M
M
的
規
模
で
も

{
時
間
)
山
加
問
為
級
制
明
党
絞
め
隣
接
地
に
羽

本
で
蛾
一
的
高
緩
専
門
の
捕
時
物
餓
・
と
し

て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

-
絡
に
は
、
俊
一
付
、
官
常
務
談
、
融
牒
石
市

準
榊
欄
謹
一
を
yw告
総
け
、
立
総
1

3
泌
が

対

だ
期間:5男22開(火}から 7F，J 22盟側

米軍機使 反対

自
掃
の
最
大
内
務
伎
は
、
議
を
掛
隅
ぷ
ニ

と
で
す
。
し
か
し
、
為
的
品
開
問
問
忙
は
、

そ
の
符
燃
を
決
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
が

い
ま
す
。
ダ
チ
ョ
ウ
に
代
表
さ
れ
る
品
川

潟
鎖
と
呼
ば
れ
る
鳥
た
ち
ぞ
す

6

開
館
記
念
終
初
公
闘
機
明
、
は
、
ニ
れ

ド
句
的
自
岬
に
ス
ポ
ッ
ト
全
あ
て
、
現
存
す

る
滋
騎
獄
、
仙
開
滅
し
た
走
鳥
類
を
世
界

で
初
め
て
一
堂
一
に
集
め
ま
し
ム
ド
唱
。

4
H川

市
泣
い
体
高
円
モ
ア
、

5
0
0
J
も
肉
体

重
の
エ
ピ
オ
ル
ニ
ス
な
ど
営
努
的
絞
鳥

逢
が
今
よ
み
が
え
り
ま
す
。

ぜ
り
、
引
い
焚
く
だ
さ
い
e

3邑用

3 ~民 鴻的役雰J、 γ人と鳥
r闘の主主草子J の 2つ円テーす

て4悪霊喜書されます。 r，~専のf止界Jでは

ゑめ起源と進化、 t世界的島、為的

発義務などについて‘ニめ薄物館で

しか5まられをい責主霊会後本や実物

iまく縦、 9言語""7}レチビジョンなど

で滋毒事を緩めていきます人と

島的発存Jて'(土、日本ではきでに

総裁が笈をきれたト寺町iまく裂を

もとに、人と ι撃さとがどうかかわり、

共存していったちよいのかを考え

ていきますお

下 の3私点主

2 ~'皆 紳テーマ約締 約 展
事選めま金ま 9となる r苧紫

i百の古書長と幾たちJがテ ?。総支撃

の主主震な対象て・ある手賞沼iこえ，y，

y 十をあて、倒的自然や至宝季、潟

たちの生態をど、苧塁塁i沼と嘉のか

かわりをジ才ラマ{生霊主主主示)やピ

ヂオなどで呉体的{ニ、わかりやす

〈童話舟金議事会主は、議?質量をや幾度綴

縫再審寺1:1俊われます。
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険
と
き
は
、 が

締
め
ら
れ
な
い

免
除
申
議
を
/
.

市
績
は
5
湾
幻
日
ま
で
に
国
保
年
金
隷
へ

長
い
人
魚
川
い
同
時
、
世
相
散
や
痕
気
な
ど
め
た
く
て
も
絞
め
る
ぷ
と
が
で
き
な
い

で
働
け
ず
、
思
災
都
念
的
保
険
料
を
一
的
場
合
が
あ
号
ま

Ta

こ
ん
な
時
の
た
め
に
然
1
秒
後
派
険

議
〈
総
数
議
殺
、
農
業
従
事
者
)
に
は
、

機
体
世
紛
の
免
除
制
刷
岬
臓
が
あ
り
ま
す
。

m
部
品
問
料
的
免
除
は
、
一
昨
織
が
低
〈
税

金
が
議
せ
ら
れ
て
い
な
い
な
X
、
…
緩

め
い
恭
樵
に
あ
て
詰
ま
っ
て
い
る
場
舎
に

総
め
ら
れ
ま
す
命

な
お
‘
絞
欄
枠
が
悦
協
〈
て
も
、
骨
肉
輔
閣
の

生
命
保
酔
眼
科
や
鍛
人
特
殺
を
ふ
丸
私
叩
て

い
た
り
、
住
宅
ロ
B
t
ン
等
の
明
階
級
を
L

て
い
る
級
品
W
に
は
、
免
除
照
的
対
象
に
は

な
号
ま
せ
ん
。

今
年
の
4
丹
か
ら
三
部
開
問
免
除
を
品
受

け
た
い
万
は
、

5
R月
部
民
(
木
)
ま
で
に

綴
係
部
品
都
線
年
念
托
聞
に
申
請
し
て
く
ど

き
iv

V
持
参
す
る
る
の
年
会
長
宅
総
ぬ

相
昨
年
、
務
内
外
か
ら
大
勢
丹
入
で
に

ぎ
わ
い
、
伐
採
子
的
繰
り
の
一
つ
と
し

て
す
っ
か
り
浴
殺
し
ど
吋
あ
や
め
ま
つ

り
い
。
今
年
も
水
生
液
殺
崩
酬
の
花
被
滅
的

機
花
に
合
わ
校
、
第
7
間
出
あ
や
め
ま
つ

り
が
閣
総
怒
れ
ま
す
。

あ
や
め
ま
つ
り
災
行
後
録
会
で
は
、

: 6月10隠(日)
(雨天17悶}

場所主挙資沼公園コミュニティ広場

富民主事愈みんなでつくる察t主です

制
酬
し
殺
の
メ
イ
ン
と
を
る
育
内
広
中
市
内

山
山
市
相
殺
を
務
燃
し
て
い
ま
す
。

V
申
し
込
み
叩
削
困
問

S
R
M川
日
(
木
〉

wv
鹿
市
岨
料

1
区一期
3
0
0
0
問、

後
然
コ
ン
セ
ン
ト
3
揺
1
0
0
0
m門

V
申
し
込
み
ん
問
い
合
わ
せ
我
孫

子
市
商
点
余
程
内
関
〉
3
1
3
1

保
険
料
的
免
除
を
受
げ
ま
す
と
、
免

跡
附
脅
後
け
た
山
朝
間
同
は
、
間
持
品
開
絡
を
約
め

た
縫
合
的
3
分
的
1
的
革
金
額
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

免
除
を
受
け
た
織
機
は
刊
何
年
約
ま
で

容
か
的
ぼ
っ
て
約
め
ら
れ
る
逃
納
と
い

う
制
燃
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生
活
に
命

と
り
が
で
き
た
脇
町
は
、
必
ず
混
然
す
る

よ
、
ヲ
心
が
け
ま
し
ょ
、

Z

V
問
問
い
合
わ
せ
回
線
年
会
議
草
食
泌

暗
品
研聾

r

饗

十

市

ザ
'
M

根

開

設

内

諸

留

日

持

母

川

崎

府

議

問

劃
時
間
域
刊

黒

船

地

i

日へ

農

業

振

興

資

金

資

限
額
が
引
き
上
げ
に

地
域
と
県
政
支
鞘
ぶ
樹
齢
口

セ
ン
タ
ー
k

が
4
月
日
目
か
F

旬
、
銭
的

内
各
支
庁
に
オ
ー
プ
ン

E

セ
ン
タ
ー

で
は
、
次
内
総
務
を
み
日
っ
て
い
ま
す
む

お
鋭
戦
に
ど
創
刊
附
聞
く
だ
さ
い
。

@
県
民
相
態
調
暗
殺
ね
つ
い
て
的
納

税
や
窓
口
等
の
案
内
(
電
請
に
よ
る

紛
紛
も
焼
け
付
け
て
い
ま
す
)

@
法
徐
抑
制
緩
総
務
内
法
律
上
の
符

媛
を
#
護
士
が
お
相
手
し
ま
宇
e

マ
綴
談
口
同
毎
月
第
2
、
4
舎
川
端
日

V
曲
申
し
込
み
担
制
裁
E
U

の
遂
の
肉
付
畷

縫
か
ら
淑
必
附
明
、
予
約

。
諸
問
眠
闘
品
嘩
会
出
情
的
続
料
制
や
仕
事

を
見
学
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
滋

岡
崎
緩
一
穏
を
お
聴
き
し
ま
す
。

品W
閣
附
融
資
料
3
2
4
T
I

回
附
設
内
総

介
や
悶
殿
内
線
緩
め
パ
ン
フ
レ
ァ
ト
を

湿
布
し
て
い
ま
す
静

都1
7う， ，冬

型主
主ら
げ幾
ら業
fLl!詰
ま 輿
し淡
丈己責を

そまを
グ〉 主誰

一一… 災 1ft.

曹融資綴皮額及び鍛造霊剣限

1努資金

資金

提
吟
じ
よ
一
つ
話
て
額
融
?

つ
〈
り
ま
し
さ
フ
O

A

様
噂
点
検
v

…
絞
殺
附
織
で
は
年
に
3

匿
静
化
措
惜
の
し
く
み

1
4
か
月
に
1
回
以
上
、
専
門
議
綴
〈
校
内
仲
間
MMV-フ
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
綴
織
は

持
化
織
の
主
役
は
滋
生
物
{
パ
ク
テ
淡
察
関
}
に
よ
る
在
韓
整
助
湘
が
必
要
で
年
内
い
1
間
開
以
上
~
金
ば
っ
気
殺
は
年
2

リ

ア

Y

こ

の

微

生

物

が

、

流

入

し

た

汚

す

“

間

関

以

上

〉

を

録

公

と

し

ま

す

が

、

清

録

時

絡
を
一
帯
慈
滅
と
し
て
殺
ぺ
、
指
化
す
る
保
守
点
検
晴
樹
m
申
露
地
槻
燃
物
の
繁
晴
雄
・
開
閣
の
判
断
は
保
守
点
検
的
結
般
に
よ
り

し
〈
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
徽
魚
紛
が
生
育
状
態
盟
後
岡
市
水
量
や
水
中
的
協
符
笑
撫
し
て
く
だ
き
い
α

ぬ
え
す
ぎ
た
り
、
足
ワ
な
く
な
っ
た
り
絞
潔
盆
滋
モ
ー
タ
ー
や
散
気
管
的
状
線
な
お
議
鈴
す
る
場
合
、
汚
織
は
念
総

す
る
と
、
静
化
時
閣
は
正
常
に
そ
の
務
部
減
欲
抽
象
め
慾
や
州
問
機
内
状
態
挺
汚
泥
く
み
取
ら
な
い
で
、
微
生
絡
を
め
JL残

を

発

明

聞

で

き

ま

せ

ん

。

捻

組

問

畿

的

総

出

品

す

よ

う

に

L
ま
し
ょ
九

そ
丹
た
め
、
定
期
的
な
然
添
点
憤
品
、

A

湾
努
v
浄
化
槽
川
伸
、
為
る
縦
波
山
間

m
v
m伺
い
合
わ
せ
府
中
議
機
脱
視
線
総
線
第

鴇
例
附
抑
が
必
婆
と
な
っ
て
く
る
の
で
す
α

し
て
い
る
と
浮
遊
物
が
薬
殺
し
、
梯
化
2
即
時
官
(
肝
)
2
3
7
9

浄
化
療
は
、
滋
然
物
{
バ
ク
テ
リ
ア
)

的
織
さ
に
よ
っ
て
、
汚
物
を
蹴
開
銭
的
に

加
撒
欄
惜
し
、
き
れ
い
な
本
に
か
え
て
放
流

す
る
も
の
で
す
。
浄
化
緩
め
管
理
が
一
小

÷
分
で
す
と
‘
叩
内
務
が
滋
れ
山
悶
L
、
悪

具
合
ど
で
近
所
む
漆
殺
を
か
け
る
ば
か

号
か
、
…
開
対
等
を
汚
濁
す
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
a

お
宅
内
浄
化
機
内
紛
糠
は
大
丈
炎
で

す
か
e

品
静
化
構
を
一
肱
し
〈
絞
っ
て
、
き

れ
い
な
時
間
、
衛
生
的
な
ゑ
滋
綴
酬
明
者

容
は
左
表
の
と
お
り
マ
す
。

な
お
宅
街
で
は
こ
の
資
金
川
融
資
い
い
対

し
、
利
子
総
杭
帽
を
行
内
て
い
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
農
政
談
際
政
滋

3考資金

お
日
、
相
談
所
を
開
設

ニ
め
浅
間
は
、
よ
り
明
る
い
社
会
生
制
制
緩
を
ど
制
刊
脳
〈
ど
さ
い
。

}
践
を
同
時
品
開
?
…
付
統
制
叩
叫
制
約
疫
が
、
皆
き
V
岨
相
談
際
時

s
n
H
お
呂
(
金
)
午
前
叩

ん
に
広
〈
珊
嶋
田
師
事
れ
、
制
作
間
m
諮
れ
る
こ
時
か
ら
午
後
3
時

と
を
雨
明
い
閲
が
設
け
た
も
の
で
す
。
マ
場
所
市
役
所
市
民
柑
制
緩
綴

附
闘
能
仕
事
、

J
B
n
-
N
T
T
-
公国間

we
欄
級
島
岡
本
間
川
雄
措
置
(
悶
)
E
a
8
5
9
‘

等
的
特
然
絞
人
的
仕
事
に
対
L
、
+
官
僚
斉
藤
栄
子
惜
{
斜
〉
8
7
4
5

意
見
等
あ
り
ま
し
た
ら
お
然
軽
に
行
致

wv
問
い
合
わ
せ
は
線
総
帥
相
殺

ず

え

官

暗

d
A
1弘
明
暗

y
a
e
隠

U
5汚
削
制
問
関

川藷

d
y持
ヌ
鋪
限
必
畑
M

制
作

h
一デ
M

抗
日

内
戦
な
ど
で
家
内
労
協
側
き
れ
て
い
る
滋
業
者
や
限
必
然
殺
な
ど
の
委
託
者
は
、

脇
田
さ
ん
は
、
工
滅
的
単
織
や
文
相
判
い
期
作
業
を
委
託
す
る
家
内
労
働
教
に
ご
家

お
な
ど
の
契
約
内
答
が
記
載
零
れ
て
い
内
労
働
手
続
」
を
緩
菩
な
け
れ
ば
な
ら

る
吋
欲
的
婚
約
苧
緩
告
を
お
持
ち
で
す
な
い
務
絡
が
あ
る
か
ら
で
す
。

か
。
持
っ
て
い
な
い
乃
は
、
念
事
を
発

5
同
月
山
以
内
口
か
ら
ね
臼
ま
で
辻
ぷ
車
内
労

注
し
て
い
る
議
銃
殺
か
ら
も
ら
お
ヲ
ょ
う
鈎
智
タ
。
こ
れ
を
機
会
に
泊
分
的
常
織

に

し

て

く

だ

さ

い

め

条

持

の

再

確

認

を

し

ま

し

ょ

う

伶

と
い
う
の
は
、
契
約
を
は
ョ
き
り
芽

V
問
問
い
合
わ
せ
総
労
協
糊
募
準
践
校
綴

せ
、
ト
ラ
ブ
ル
を
子
制
附
す
る
た
め
、
製
器
(
山
田
J
0
2
4
5

284 
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町
川
凶器

膿

ア

臨

出

け

命

制

紗

制

{

}

鶴
崎

働
関

税
措
〕
は

叩

辺

司

申
輪
開
手
続
き
は
克
護
保
育
課
で

出
出
子
家
庭
柵
憾
で
一
、
監
慶
、
幾
涛
ザ
る
閥
均
援
の
す
べ
て
が
溺
側
議
氾
な

っ
匁
織
品
開
「
開
品
嚢
袋
線
守
山
材
料
枯
ど
が
受
給
で
慾
な
く
は
り
ま
す
。
そ
こ

で
附
廷
か
ら
、
同
冊
子
裁
餐
廿
の
由
児
家
安
ぺ
て
汐
湾
筒
畿
な
な
っ
て
も
、

薄
型
翠
余
震
議
事
案
畿
が
い
る
愛
国
は
ほ
、
議
年
度
末
ま
で

修
学
績
の
一
部
を
助
成
被
る
こ
と
に
怠
り
ま
し
絞
ω
奴
撃
と
怠
っ
た
お

滋
、
間
四
護
保
務
糊
鰍
で
即
時
盟
手
続
慾
世
惜
し
て
く
だ
さ
い
。

V
助
成
鳥
綴
*
児
書
扶
養
手
当
る
綴
た
翌
月
か
ら
溺
数
年
皮
求
ま
で

金
仏
関
翁
と
所
得
が
問
機
的
場
合

e
Z万

wv
緩
件
汲
び
添
付
書
類

m
門
*
間
見
童
扶
発
事
議
一
部
支
絵
措
w・比

ω匁
議
扶
養
事
滋
め
ゆ
一
総
資
拍
宏
品
鷲
決

議
と
品
川
椀
貯
が
附
問
機
内
務
会

1
W
M
3
0
L
た
場
会
‘
校
時
十
夜
明
議
‘
綴
泳
部
品
金

0
0
内

燃

機

関

内

通

語

棋

の

苓

L

wv
叫
期
成
期
間
延
殺
が
出
脳
出
品
胤
に
逮
し
山
山
治
四
歳
に
唱
挫
し
た
後
、
母
子
家
縫
と

な
っ
た
場
合
:
夜
学
証
明
祷
司
臨
時
千
円

露
臨
脚
本
、
世
笠
衰
の
住
民
説
明
、
探

検
証
的
写
し
、
担
問
山
地
先
金
融
機
関
的
漁

師
棋
の
写
し

問
問
機
諸
議
に
逢
し
た
後
、
父
と
生
計
を

別
に
し
と
特
命
的
約
書
官
新
及
び
問
問
漁

師
見
裁
緩
認
め
一
昨
明
の
あ
る
申
笈
幾

山
山
総
凶
歳
に
途
し
た
判
明
、
滋
族
年
金
絡

を
受
給
で
器
な
く
な
っ
た
場
合

zm的

被
綴
及
び
受
給
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
漆
類

Ev
問
い
合
わ
せ
児
童
保
世
路
線

制
判
開
問
問
・
手
向
H

泌
総
滋
は
民
俗
学

者
柳
田
間
出
発
的
人
と
学
問
同
を
資
ん
ど
、

開
榊
崩
内
線
…
一
品
川
一
故
郷
。
絡
4
制
崩
御
間

関
融
持
ぬ
か
り
サ
ミ
ベ
f
e
r
を
記
念
し
て
、

持
孫
子
中
市
波
新
党
セ
ン
タ

i
が創刊制問

問
e

や
筑
波
雨
周
辺
町
史
跨
と
火
化
問

3
0
0
を
目
指
介
し
た
吋
手
交
沼
潤
辺

を
斗
訪
ね
る
加
〈
B
G
判‘
2
6
Q
d
一践・

1
0
6
0
悶
)
を
山
刷
機
し
ま
し
た
。

総
域
の
シ
ン
ボ
ル
ぜ
あ
る
手
質
問
削
一
丹

生
へ
の
…
糊
い
が
込
め
h
れ
て
い
ま
す
除

筋
肉
の
泰
広
で
お
求
め
く
だ
さ
い
c

V
陪
い
合
わ
せ
中
山
市
民
福
さ
ん
忠
誠

子
供
め
昭
明
、
段
作
業
で
忙
し
い
需

削
制
的
探
り
を
待
ち
わ
が
な
が
ら
‘
性

い
そ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
的
実
を
鎮
祭
っ
た

間
四
い
お
が
あ
る
。

果
実
は
生
五
民
ナ
る
ほ
か
、
ジ
ャ
ム

や
果
実
相
糊
な
ご

ι利
用
穿
れ
る
ω

手
ζ

ジ
イ
チ
ゴ
の
お
ば
、
裁
が
カ

エ
デ
の
葉
町
よ
可
つ
に
切
れ
込
ん
で
い

る
と
、
ω
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
亡
い
る
。

学
~
二
ン
イ
チ
ョ
コ
は
操
指
況
が
黄
色
だ

か
ら
寸
震
い
ち
ご
い
、
普
述
内
い
ち
ご

も
4
U
ん

が
窮
状
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
木
本

だ
か
ら
{
本
い
ち
ど
い
と
も
呼
ば
れ
る
。

「
木
い
ち
ご
い
の
仲
隠
に
お
ガ
イ
チ

ゴ
が
あ
る
ω

北
問
は
上
向
撃
は
山
町
寺
、

や
が
て
↑
亦
く
熟
Lhf~果
実
が
で
き
る

が
、
味
は
そ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
に
劣
る
礎

・
写
真
俊
久
終
段
行
)

で
明
る
か
サ
た
。

林
内
縁
に
は
、

的
自
い
殺
を
下
山
内
き
に
付
け
た
そ
ミ
ジ

イ
チ
ー
が
あ
っ
た
。

手
ミ
ジ
イ
チ
げ
は
校
後
、
丸
い
間
常
災

を
付
け
る
が
、
六
月
上
旬
槻
明
資
総
に
執
…

告鞠

号翠拶イヂヨ
((f.ら三料)

wv
問
い
合
わ
せ
水
道
局
刊
紙
然
繁
総
議

宮
戸
川
例
吋

G
I
-
-

水
道
工
事
は
お
品
輸
定
ヱ
事
滋
で

水
線
路
で
は
、
平
成
立
、

3
革
度
め

市
街
定
本
遂
工
務
総
を
下
表
的
と
お
り

指
定
し
ま
し
た
a

市
川
市
内
で
、
住
宅
内
料
判
然
、
改
築
、
滋

築
な
ど
の
と
器
、
水
叫
患
の
手
続
尋
と
工

事
は
術
品
制
緩
水
道
工
事
仲
闘
が
行
い
ま
す
。

特
長
竹
は
か
る
(
計
量
ど
と
い
う
こ
と
}
ん
弘
滋
悶
品
世
間
関
)
が
つ
け
ら
れ
て
い

は
、
山
私
た
ち
の
治
焚
ゑ
治
的
中
で
な
〈
ま
す
が
、
計
百
脱
出
齢
的
絞
澗
法
U
E
つ叫し

で
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
計
殺
説
は
噌
不
正
確
な
も
め
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
令
島

弱
肉
衡
や
繁
説
明
感
な
ど
で
め
絞
引
、
ま
そ
こ
令
、
機
費
者
自
身
が
絞
め
使
用
状

た
学
校
晶
、
警
察
な
ど
ん
に
の
絞
明
に
疲
わ
畑
山
を
チ
ェ
γ
ク
ヂ
る
恥
占
と
が
大
切
で
す
勿

れ
て
い
ま
、
γ
。

〈

車

耐

震

畿

の

チ

ヱ

ツ

ク

方

法

v

取
れ
や
ω
説
明
に
使
わ
れ
る
討
議
録
片
山
、
③
ん
蹴
州
制
検
士
認
を
受
け
‘
λ

校内棚、ン
l
ん
が

哨
樹
液
翁
的
取
引
叶
証
明
か
め
安
全
を
白
る
は
ら
れ
て
い
る
か

た
め
、
毎
年
ん
…
淡
期
検
査
が
義
務
づ
け
ら
②
し
っ
か
り
し
た
台
の
上
で
本
平
以
議

れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
総
与
3
6
0

か
れ
て
い
る
か

体
以
上
が
受
検
し
て
い
ま
す
。
主
計
す
き
附
糊
し
て
い
る
か

桔
殺
に
命
的
惜
し
た
計
ロ
脳
間
慨
に
は
ぷ
判
③
一
汚
れ
や
サ
ど
が
な
い
か

一
線
検
併
統
合
格

y
i
d却
し
ま
た
は
三
定
期

mw汲
袋
N
E
は
正
し
く
約
制
慨
し
、
海
ロ
間
的

…
檎
迭
に
代
わ
る
料
制
緩
み
ふ
に
よ
る
合
組
閣
シ
量
肢
と
は
刑
判
に
ぬ
っ
て
い
る
か

一

以

上

ψ
係
認
し
た
う
え
で
、
正
し
く

一

お

銭

し

て

い

る

宿

舎

畑

地

が

ち

安

全

で

機

一

か

主

暗

殺

生

以

を

送

る

よ

う

は

心

が

け

ま
し
ょ
う
。

ク

リ

ー

ン

草

食

沼

霊

的

榊

警

で

は

、

司

王

…

v問
い

合

わ

せ

室

奈

課

令
部
も
手
夜
間
的
世
帯
総
匁
ン
ク

i
ん
走
行

V
応
募
資
格
機
内
外
必
」
問
問
わ
ず
制
限
一

い

ま

す

。

は

あ

り

ま

吟

ん

合

一

応
繁
一
時
持
治
献
の
中
か
ら
後
一
鈴
な
も
の
を

w
v
応
募
幾
一
定
①
一
作
品
凶
同
地
発
表
的
も
…

畿
都
す
る
と
と
も
い
い
、
学
部
に
あ
っ
た
内
に
限
り
ま
す
ω

③
応
募
作
品
は
線
以
一

作
品
を
1
9
9
1
年
版
「
手
校
総
カ
レ
と
し
て
淑
却
し
ま
せ
ん
a

後
応
募
作
品
一

ン
ダ
i
い
に
使
尽
し
ま
す
。
に
は
有
住
所
、
氏
名
、
持
品
跡
、
殺
鏡
、

応
募
方
法
は
次
め
と
お
り
で
す
岱
ふ
織
船
場
所
、
機
削
脚
部
汚
白
、
騒
々
引
を
総

る
っ
て
ご
応
募
〈
だ
さ
い
包
入
し
て
く
だ
さ
い

G
3務
1
駒
田
筋
権
は

wvω

一T
1
7

手
祭
溺
と
勝
滋
的
自
然
繁
潔
制
服
務
に
場
開
鞘
し
、
や
災
浴
カ
レ
ン
ダ

制
眠
、
手
交
淑
と
人
と
め
ふ
れ
あ
い
を
淡

i
ほ
か
刊
行
物
に
佼
田
市
し
ま
す
の
で
、

現

し

た

移

築

原

緩

み

影

後

期

す

る

ニ

と

が

め

り

ま

す

e

v掛
川
崎
カ
ラ
i
4
y
切
り
判
で
犠
阪

V
応
募
先
・
州
問
い
合
わ
せ

wv
募
集
期
限

6
n
I
臼
(
金
)
か
ら
い
刊
環
境
問
邦
人
液
別
総

18 

之vr 

1吉
署捜
4ぜ

Bfア
た

f
 

ン
ザ
E一
回
一
一
一
一
一
一
ト
を

¥
議

お

壁

ウ
テ
ィ
ン
グ
・
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
L
T欲
つ
で
、
第
九
め
よ
う
な
コ
ン
叶

i
ト
も

左
足
も
に
、
合
培
法
説
的
会
最
も
務
的
判
、
総
務
る
ん
で
す
ね
」
。

て

い

る

問

時

年

時

8
Rに
は
広
報
で
コ
一
ノ
サ

「
四
五
人
総
帥
械
の
都
市
で
、
午
れ
N
G
け

i
ト
め
山
山
崎
問
者
在
世
帯
冬
絞
終
的
な

狩
品
川
現
時
軒
家
が
多
い
の
も
持
一
L
い
と
思
合
鴨
〆
ン
パ

i
は
3
0
0
人
〈
ら
い

い
事
す
。
合
総
務
に
も
全
日
出
品
別
レ
ベ
ル
に
な
る
と
い
・
主
総
務
も
昨
年
内
秋

の
グ
ル

i
ァ
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
し
、
か
ら
本
絡
ま
で
の
開
聞
に
的
関
ほ
ど
め

術
劇
慨
に
毅
L
む
単
品
跡
地
が
で
き
て
い
る
の

f
w
グ
ラ
ム
が
仙
閉
ま
れ

ph。

一
制
緩
め
棟
割
同
町
、
ヲ
ち
mw
紛
事

会

ん

ゆ

す

れ

ば

数

え

る

さ

》

に

な

る

演

し

池

'

と

い

わ

札

て

ま

し

た

が

也

管

諮

問

叫

踏

ん

器

禁

よ

か

っ

た

?

す

ね

e

実

ら

1

制
会
問
指
導
的
断
定
絡
先
生
も

J
E

泳
ヰ
格
的
な
綴
九
を
歌
お
う
と
執
…

九
め

第

務

ら

智

醐

働

会

事

し

て

く

れ

て

い

ま

す

r
を

く

醤

揮

し

ず

民

フ

ィ

ル

者

会

的

多

く

の

ニ

緩

国

市

災

が

山

縦

し

ま

す

何

で

、

撒

び
島
同
た
い

1

あ

婆

か

ωr
憾
に
酬

M
gし
た
コ
ン
サ
2
5
3
3

ムトに

な
る
と
思
い
ま
す
い
。
抗
議
。

G
R
目
、
山
内
誌
に
市
民
会
日
開
で
行
わ

れ
る
「
節
約
脱
行
訪
問
同
年
記
ゑ
税
制
民
コ

ン
サ
i
ト
え
で
、
ベ

i
L
γ
i
ベ
ン
の
第

九
交
評
議
が
淡
務
さ
れ
る
主
第
九
」
は

ベ
i
F
lベ
ン
が
作
曲
し
た
絞
後
円
台

嶋
村
役
将
曲
で
、
註
本
小
、
は
2
ぎ
を
し

め
く
く
る
品
開
と
し
て
司
年
末
に
な
る
と

会
関
各
地
ぞ
滋
帯
さ
れ
る
有
名
な
樹

E

今
肉
閣
は
、
我
奈
子
市
総
ア
イ
ル
ハ

l
モ

一一
i
管
弦
織
防
と
殺
…
孫
子
会
総
線
開
酬
が

中
心
と
な
っ
て
ー
第
九
コ
ン
仲
!
?
が

行
わ
れ
る

b

ぷ
宮
崎
波
附
胤
で
も
7
1
8
年
続
か
ら
飲

喜
一
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
州
仙
波
間
出
会
員

j
一
以
外
受
々
も
朗
人
ほ
ど
事
加
し
て
い
ま

6
一
す
L
・
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
向
け
と
オ

i
ケ

ω一
ス
ト
ラ
的
方
も
、
コ
ー
ラ
ス
め
カ
も
一

日
間
…
然
数
命
山
相
関
し
て
い
ま
す
」
と
刀
、
83333w

一ツ

引

w
…
ス
で
は
…
数
日
批
い
音
の
バ

(
 

る
片
倉
き
ん
e

コ
ー
ラ
ス
を
稔
め
た
の
は
、
中
学
時

代
戸
変
わ
り
を
し
て
か
ら
低
音
怒
号

歌
フ
よ
う
に
な
っ
ベ
好
き
な
絞
殺
は

ク
ラ
ソ
シ
y
ク
に
滋
ら
ず
、

1
9
6
0

年
代
的
ジ
ャ
ズ
や
ラ
テ
ン
か
ら
カ
ン
}

り
i
u明
ウ
ふ
ス
タ
ン
ま
で
悩
広
い
。
減

税
で
は
、
志
向
内
閣
河
狩
脅
鵡
附
川
「
ン
ャ

盤
網
野
闇
事
関
諸
事
翼

立
ン
ク
i
u持

くらし
と

h
g
L
 

〆
右
足
定

仁;:ょ;コ

h
F
昨
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品

285 



言語781警告

告合開額

平成2i手そう汚1日華君主主 *人むねな鎚3人(什，327人〉
(文言語喜怒比〉 努60.754人 女60.079人

*t監事襲警長38.644俊港(+ 950t段綴〉

様子吾苦芝居庁本IT85--11竹
験つくし襲撃支所 84-，織の
@滋 ~t台支所 00一総2話
番量殺兆支長野 00-2111
e絡をE支所 89，-2お8
申書聖筒重量絡会 85-1151
骨7J<滋 局以-0111
骨量書 草書 籍 84-0119

! 骨少年センター 84-1詰昔話
8浅草担絹さん重量 85-2481
@事装量童センター 87-1131
8f町渓重量館品4-3311

82-0015 
84-1110 

嘩 rOE建国寄餓諸島北台分館 87…3055
@市渓量護軍書館布枝分童書昌喜一1311
φ市民軍事務怨務動揺盟望書童書 87-0909
6普n5J!尭体膏重富 87-1155
@塞S総裁造事務所 85“ 1171
@身体簿審巷ま宇語祉センター 00，-0141
電器あら留軍窓正時-411'務
修つつ じま王 00-0123
@生活型軽担監察〈浄化告書〉草Y吋 2379
{ゴミ)87 お15(し臣賞)00-2547

@干詰後衛近隣校ンター 89-3740
8"，，3:台北近隣センター 82-ω00
③滋~t台部幾センター 00…鈎27
静穏をE市民センター B吉竹色3

~B襲警 5時2OB(B)午露両109菩主?

をう午後6草寺霊査で(入綴章華料〉

b望書吉野 市民会義援ホール

ゐ筒い会ねせ *~事Eくお)1243

@第守歯車 小ゆ学筏致事をとブむ演

奏家によるジBイントコンサート

炉白書事 お肉19臼{火〉主子高司の001容

器寄託}分隠滅 午後の部;さ障害聖書主要

険金著書 m民会豊富il¥…iし

~~霊鈍 午童書=午後とこも~1α治名

砂入滋科 書資料

惨問い合わせ 殺害事愛妻菱重量社会殺

害事課宮(85)竹51

@書事2若草 あびこ「費高九J演漢語聾

炉問時 書事1@61'守23BCコり午後

2草寺30.分隊総 3喜善野署演 第2霊3

6月初版包〉午後2草寺主紛関尊重、

39害罪電波

易問時 51'苦27BC臼〉午t量ul0誇か

をう午後49事犯分室長で〈入機無事専〉

砂滋話時 m良重量書官大重量豊義雪量

少量豊凶 (華発滋流〉霊童話皇、 軍童書襲叉抱

世話 〈宝さ長流〉飴弁護襲、鳥務総

砂闘い古書おせ小太刀掛(82)3653

努B9事 5均23BOJO午後1善寺30

分から3草寺泊分〈愛護署無事現〉

砂会話量 的際会告書il¥.-JL- 惨白書事 51'ヨ27BCモヨ〉字額約島幸か

険入量語草寺無料 ら午後4務総分

砂I'l軍事 象記念童話量員f市11卜子百後と 併話器習守 二子遺産工務総後〈ニf~韓.ñj)

叔父綴聖書J事 E閣僚シンポジウムr華~ ~内容 議記念総務 f襲撃17さ子ども

E日長関努の主主選華経J*民俗芸主事態、宇郷 主主ち…父自のねtJ'vミ・教師のねえf

ゴ益事フニ1::P、*総本学習E霊綴 キをさ いJ 議著書署員長滋王室{乍!x; 揖分別会

デオフェスティパ}v主主絞 殺パザーJし〈還さ整季語・農産義務〉歪5

..聖書い合わ枝裕史綴在ん努 絡め年春霊童話語

滋罵ircøご楽軽量はど空襲護霊くだ杏い~著書加重量 700Pち

砂罪奪い合わせ 千主義聖護歯現大会主婁

行量産鑓会 長を久豊富Eまさnoヰ泣く73)

..B9寺 m者守臼(愈)rrら38C臼〉 総44へ

のとF言語9H事から午後59吾草壁'c ※窃窃でうわl<t窓、スl)，，，1t曜をご

~繊同時 C幹央公民館 慰霊蓑〈主ささい。また、革連憲議tJあ

修入壕料無事返 りをまさんので、軍慢で(J)ご来事態はご

炉問い会むt主 主主主系::f泌さっき重宝&l建議くださ5い。

議官(82)37絞殺孫子機内線設渡辺

器 (82)2419

事歩王ヨ鰐 61'ヨ88C重住〉午前総務か

をうIE午

b臼事事 51"127臼(8)午言語Q勝1J 惨儀所 給中央会民館

ら午後3草寺(]¥壌燃料3 ・bテーマ 私dニ本とのかかわり

惨話語源 下総航空君主葺主主内(J13南的 ..g詩的 対j二 光!X;C軍事831ち:m再
惨内窃 籍軍護持尊重軽(主主選じよる〉、 総務室聖書芸〉

航空安織の震2主主主ど 砂隠しも苦言わせ千葉察普賢毒事豊陣地方

炉問い合わ管 下総紋湾室長き袋署惇広 出張所総司473(61)2111P奇襲警216紛

事費雲il!n(自り2321p常事堂筋8 お か沼

務 vre 

今王手10月1問、全車関一粛に属議事善

言語資ガfヲわれ主主管。 ;::'(J)議室襲l誌、

E玉ま芋ごとにねおれる紛の霊童建五銭率

的な続務総還までを言。iPでi遺書事資産事

を募集していさ壁90性主主jやま手書官{諸

問いきまtさんので、ふるってご総選

〈置さおい。主主治、 約書議ごとにA>員

tJありますのであ慾呂にご総書事ぐ

主きさい敏

少募幾人員 2E立1)8

..書簡童量異sB SjZ自主2~手10月18褒

fr 

俳車種登校務獄 守畿運[gSjZ均50t営

時事

~覇軍軍基内容 氏名、球齢、男女王翠

など

惨事量感 紛3万夜間円〈習護軍量也事静

搬により前後し法'1.)

..申し込み・罪事い合わぜ 文襲撃霊童

車産絞係官(85)1111

..君事然 歩行電雷、主話事言語屋、二襲警費量、

王室聖書fIj

易経主要事15首長・跨い君主おせ 85サ

イズの総滋に者翼線きで、話器F君主吉、

十芋Ii¥(])宅当者五、停留全体の持者接、雪量

認しだい様、使湾をまる事;j~蓮等専〈草冨

持事入りイラスト当主制的、終獄、氏

主号、家事事、柱郷、重量議、霊童話議をき

を羽きとし61'ヨ15臼(金、草委E若手議受理〉

ぎでに宇104tt失1&;陸地2(J)11の

?日平日孝ど)1.-406号・者援隊受滋毒事Z官官帯

広おもしろフフイデ戸コンテスト機

管06く泌4)5306へ

ゆ資絡 級王寺際機関の教事警!と理由曜

のある20鼠かをう45綾位E択でのまさ

惨事事費義人員 守名

砂勤務先 mp市中さ幹線

者詰1711:センタ_rつつじ主主J織り〉

砂討議 老人fアラブ重量審議主主び85綴

以仁の市内後悠者で襲撃護室主主主主

砂表詳し込み・潤い君主わせ 電器入つ

でラブ会事語以外のおは51'ヨ19臼(二t)

雰で{之、望書誌がハガキ〈主主主奇氏お

ーま李総，霊童話器番苦号を悲母語己)で貌孫

子1郎8市役長野護軍齢者皆箔従設へ

が翼翼B 6R19Eヨ〈火〉から(12主主〉

砂障害罪華 午後128寺総分~ヰ草寺30分

検望書所 警護立量産綴宮室

b定量護鈎名

惨穆加重量 佼瓦泊fIl

紗怒し込み・隠いさきわせ 筏雪道J¥

ガキに言襲撃義名、{住所、氏名、年齢、

意義話番号警を弱気l，、 61'司王58さまで

'T260千葉市ゆ決議守の犯の守医薬

立幾術館憲章及襲撃n0472(42)8312へ

L詩鮭語性鵠宮;
砂重要事器 犯歳以上27綾米満の要幸子

~初祭給 12751000F母

砂問い合わt主 el衛隊千言震!t!liヲ主義
総務密約著書祭事重苦渋宮(53)総別、

市役所F町民霊童

この陶芸!革、小中学主主の員主主語学

習の苦手引震として初f苦しましだガ、

mE廷の万かをう入手数怨ガ多量主義きり

を告し廷ので希E理署宮jこも鏡子告します。

砂期間 5湾総日〈水〉以鯵

惨事署員野 市民主主豊宮宛おひろがり

砂餓裕お0，号
易額書置 4白告吉E

験際いおわせ 事責善幸委霊童会指事専務

砂臼跨 至宝録2E3Cニ主〉かをう61'ヨ3

E3(8)C1泊2B)

修対露虫 学絞殺霊童、警警少年団体主霊

毒事著書〈成人〉、霊童書室研綴担当綴

砂A>銭関税

ル申込繍B 51'ヲ25尽くこ仁〉

き砂申し込み・障遣い会ねtt 電善言て?

察1主主張w奮停の家脅(5寺〉怨告5へ

印防衛で、出水期!こ審議え決の臼

濯で本妨演盟理ガ突事題されます。

生協81豆、 el衛隊のヘリコプター

校長在潟し殺事室喜書銃撃童も行われるだ

め騒王室tJそ予想されをまずtJ、題協の

方々 のど量ri¥:1J宅をお願いします。

参加そj;t雪量聖書留 5R258C金〉や露u9

思春から夜本

砂本書電車連 5R298C)<)午喜幸Q善寺

からE正午

易量軽量霊場所 事i控室I11淘/11重宝〈栄喜重

f必キ01すi丘〉
き砂問い合わせ iPE主主主主霊祭

5. 16 (ヰ}

函館語録踊i
童話政官接は、際事事事章蓄電質問題に主君

主fる長騒然己己主型機と認識経絞めるこ

とをE望的としと、務い篤踏ま要はガ

吉幸俊発行し、重量産!t(J)事事警護者の方で

堅幹し出られだおに空襲しあげるほか、

一重量にやB態発しをまず。

砂聖望的 61'寺30臼(ご仁〉をまで

努事己結対象著者 重量療の弱体隊号室顎

(H珪および2級〉のお

~配布校欽 1人!こっ務20主主
惨申し込み・問い合わ牧 草喜望霊童書

《量1際湾、要議室警福祉喜納こ尾翼撃〉を記

入のうえ、重量寄りの郵便的1之島幸意

隠著書若手議室を主主主試してくZざさい。

をま芝、組1送の縫合、手電童書喜号、警警

級、後続、氏名を号車のうえ7<:主

主会fうの8の15主主孫子童話使罪蕩世(82)

ヰ251へ

子供(J)議官害、害警!潟、主意義翼自の総

みやいじめ慈夜、あらゆる鎗談恐

竜誌でお受けしています。在邸宅霊童設

守、襲警F曹は非華料で<;1ω
易量麓!5抱E貴君聾 宮(31)7175

窃轡曜静観《襲
。我孫子港島原総合務長距ブ包ツヅ害警

李総僚かをう縁体際機殺のたぬ!とと

者護者上募金37ラ部89F号の言寄{すがあり

さましたu

。干首長監太子会軽量tts綴の墓設にと

8015Pちの害寄付ガ3寄りさ置し疋。

り獄事事獄書室童話会際法部援がら緑の

き韮金;こな 17520筏号の害容lrrガおり

まし1さの

。:コイノ二戸数会軽量〈下ケ戸〉より

イースター獄金のゆ主主ら技会福干ll:

車壊後襲撃害援金iこと50∞F号の霊霊f吉11

あり主主しだ。

顕職欄

5
月
額
繍
欄

5
V機
織

砂会話題 m総会宣君ホーJし 験場所天王をき::It近緩Eンタ… 事惨事事業員高B 61"11臼11J"':>

..，定員号事筋筏lO8 惨p3署聾絹pの議。憲章え 砂申し込み・罪事い合わt主 5.1'司25
惨入著書事ヰ 1600F号くをきE白隠〉 排際世事 務号9m望書そH壬〈湾初消費 包〈重量〉霊長で1:整理意童書撃を持参のそうえ

砂入犠襲撃 ml'l望書后寄撃で磁気中 を砦ホームタドパイヲー〉 事理署警護霊員会理学楼主主筒線母(85)1151

b問い合わせ E豊野惣(89)2117、 ル定量竜 30名

林控(89)おお、漁協結く89)1402 少申し込み・罪悪い合ねtt 君意義遣で

布袋生活護軍消要望主主務総へ b臼事事 6月3日(8)午喜D9G者か

i油元主蝋税引九円 ぷ滋 j らとト1随時(義語天(J)話題創立108)

b臼勝 51"12ヰモヨ〈本)iE乙Fから げ夜間照 t~宇野町号~;，"n'~~<!'~~ 受 験検韓腕子初ト~-)鴻〈老人
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